
沈降量の実態と起源の把握
底泥酸素消費速度(SOD)等のモニタリング 等

重点研究１ 気候変動に伴う諏訪湖の物質循環の構造変化に関する研究

・気候変動の影響で水温の上昇に伴う湖沼の成層構造の変化や溶存酸素量の低下、それに伴う生物相への影響などが危惧
・ヒシ大量繁茂や貧酸素水塊の課題に対応するため、物質循環の季節変動と、貧酸素水塊発生や底泥の挙動との関連把握が必要

⇒【目的】底質・水質・生物の相互関係や、水柱の溶存酸素濃度等の変動機構を含めた湖内の生産・物質循環構造を解明

長期モニタリング

基盤業務

サブテーマ２
諏訪湖底質や沈殿物の挙動に関する研究

動物プランクトン
植物プランクトン
水質等との関係 等

サブテーマ１
プランクトンの生産構造
の解明に向けた実態把握

モデル等を活用した
貧酸素の挙動把握

河川水流出(釜口水門)

降
雨

O2

大気からの
酸素供給

藻類等の光合成
からの酸素供給

日
射

熱

混合
（循環）

有機物

貧酸素
状態

表層 水温の上昇

下層 水温の低い水 DO、水温等連続観測
鉛直プロファイル測定
影響因子との関係の検討

サブテーマ３
貧酸素水塊や成層構造の挙動に関する研究

酸素の消費

O2

混合
(風)

O2

重点２
と連携
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・主要な流入河川（上川、
宮川）の水質濃度、負荷
量の把握

・土地利用状況との関連
・長期的な経時変化の把握

サブテーマ１
諏訪湖流入河川負荷量等調査

重点研究２ 流域視点からの水環境保全・改善に向けた物質動態の解明

・平常時の流出特性
・土地利用状況との関連
・底泥試料の調査手法開発

サブテーマ３
マイクロプラスチック実態把握
に関する研究

・分析体制の確立
・季節変化等の把握
・土地利用状況との関連

サブテーマ４
ネオニコチノイド系農薬の環境
残留実態の解明に関する調査研究

人工物

栄養塩他

出典：非特定汚染源対策の推進に係る
ガイドライン（第二版）（2014）（一部改変）

森林地域排出負荷

都市地域排出負荷

その他排出負荷
(ゴルフ場・スキー場等）

農業地域排出負荷

直接大気降下物負荷

点源負荷

湖沼

流出

・主要な流入河川の水質濃度、
負荷量の把握

サブテーマ２
野尻湖流入河川負荷量等調査

流入

流入

湖水へ蓄積

溶出・巻上

沈降

生物へ蓄積

・諏訪湖、野尻湖の水質は長期的に改善傾向
・継続的な水質改善に向けた汚濁負荷量削減が課題
・マイクロプラスチックや農薬の流出実態が不明
⇒【目的】湖沼周辺の水域における栄養塩、

有機物、マイクロプラスチック、
ネオニコチノイド系農薬の動態を解明
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重点研究３ 湖沼沿岸帯の生物多様性保全を目指した適正な生物管理に関する研究

・県内の主要な湖沼の沿岸帯では、水草の大量繁茂や外来生物等の影響による生物多様性の減少などの課題がある。
・生態系保全、生物多様性増進のための対策は、分布状況、生物量等の科学的根拠をもとに検討される必要がある。

⇒【目的】生物の分布情報やその生態、適切な水生動植物管理に必要な知見を集積し、生態系保全・生物多様性増進に活用

ＤＮＡ分析手法
漁獲調査手法

ドローン等による
水草モニタリング

水草の適正管理に関
する研究

ＤＮＡ分析手法
捕獲調査手法

希少種・水産資源の
保全に関する研究

分布状況、形態の特性
他生物の水草帯利用

ヒシ除去の影
響・手法調査

年変動、季節変動
集団動態

繁殖・生息環境
の調査

モニタリング技術  実態把握  影響把握、手法評価

繁殖・越冬場所把
握

捕獲圧分析
低密度管理手法

サブテーマ３

サブテーマ１

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現

順
応
的
管
理

希
少
種
等
の
生
息
環
境
回
復

計画
策定

事業
実施

提言
評価

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

外来生物駆除管理に
関する研究

サブテーマ２
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